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近
隣
４
市
１
町
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
を
お

届
け
し
ま
す
。

ぜ
ひ
、
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

春
休
み
映
画
会

子
ど
も
た
ち
に
大
人
気
の
ド
ラ
え
も
ん

か
ら
、
大
人
も
楽
し
め
る
冒
険
と
友
情
を

テ
ー
マ
に
し
た
「
の
び
太
と
ブ
リ
キ
の
迷

宮
」
を
上
映
し
ま
す
。

A
３
月
２６
日
豸

①
午
前
１０
時
〜
②
午
後

１
時
３０
分
〜
（
１００
分
間
）

B
吉
川
市
中
央
公
民
館
（
吉
川
駅
北
口
か

ら
徒
歩
１０
分
、
ま
た
は
飯
島
興
業
「
メ
デ

ィ
カ
ル
マ
イ
」
行
き
バ
ス
で
「
中
央
公
民

館
入
口
」
下
車
）

F
各
回
５００
人

G
無
料

I
吉
川
市
中
央
公
民
館
蕁
９８１
・
１
２
３

１ふ
る
さ
と
民
謡
ま
つ
り

民
謡
界
の
ト
ッ
プ
ス
タ
ー
が
一
堂
に
集

結
。
エ
ロ
ー
ラ
が
贈
る
民
謡
の
祭
典

A
３
月
１２
日
豸

午
後
２
時
開
演
（
１
時

３０
分
開
場
）

B
田
園
ホ
ー
ル
・
エ
ロ
ー
ラ
（
北
越
谷
駅

東
口
ま
た
は
吉
川
駅
北
口
か
ら
エ
ロ
ー
ラ

行
き
バ
ス
で
「
中
央
公
民
館
前
」
下
車
）

D
出
演
＝
早
坂
光
枝
、
柴
田
隆
章
、
川
崎

マ
サ
子
、
日
景
裕
子
ほ
か

G
２
０
０
０
円
（
全
席
自
由
）

I

譛
松
伏
町
ふ
る
さ
と
文
化
財
団
蕁

９９２
・
１
０
０
１
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
９９２
・
１
３
２

３桂
文
珍
独
演
会

A
４
月
１５
日
貍

午
後
６
時
開
演

B
草
加
市
文
化
会
館
（
松
原
団
地
駅
東
口

下
車
徒
歩
５
分
）

G
４
０
０
０
円
（
全
席
指
定
）

H
草
加
市
文
化
会
館
蕁
９３１
・
９
３
２
５

北
越
谷
の
桜
並
木

B
北
越
谷
の
元
荒
川
堤
（
北
越
谷
駅
西
口

下
車
徒
歩
１０
分
）。
※
駐
車
場
な
し

D
３
月
下
旬
、
北
越
谷
の
元
荒
川
堤
は
長

さ
２
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
り
、
３５０
本

の
見
事
な
桜
並
木
が
見
ら
れ
、
多
く
の
方

で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。

I
越
谷
市
観
光
協
会
蕁
９６６
・
６
１
１
１

ご
存
じ
　
長
谷
川
劇
団
公
演

A
３
月
１９
日
豸

午
後
１
時
３０
分
開
演

B
鷹
野
文
化
セ
ン
タ
ー
（
三
郷
駅
か
ら
金

町
駅
行
き
バ
ス
で
「
八
木
郷
橋
」
下
車
徒

歩
４
分
）

D
「
花
見
の
仇
討
」
ほ
か

F

２９８
人

G
無
料
※
入
場
に
は
整
理
券
（
三
郷
市
鷹

野
文
化
セ
ン
タ
ー
で
配
布
）が
必
要
で
す
。

I
三
郷
市
鷹
野
文
化
セ
ン
タ
ー
蕁
９５６
・

９
０
１
０

N

草加流山線 

潮止橋 潮止橋   潮止橋 

松戸草加線 松戸草加線   松戸草加線 

八潮南 八潮南 ラ ン プ   八潮南 ラ ン プ   
八潮駅 

八條 
小学校 

中 

首 

越 
谷 
八 
潮 
線 

伊 
草 
大 
原 
線 

都 
高 
速 
6
号 
三 
郷 
線 

川 

  
市役所 市役所   伊草団地 伊草団地 

  

市役所 伊草団地 
鶴ヶ曽根草加線 鶴ヶ曽根草加線   

三郷 
イン タ ー   
チェ ン ジ   

つ     

東 京 外 環 自 動 車 道 至 
越 
谷   

至 
北 
千 
住   

綾 
瀬 
川   

東 
武 
伊 
勢 
崎 
線   

草 
加 
駅   保留地公売地区 

稲荷伊草第二 

保留地公売地区 
鶴ケ曽根・二丁目 

保留地公売地区 
大瀬古新田 

笊 

笆 

笳 笘 

笙 

9m

27.50
18.80

8.70

3.00

12.59

9.59
澡 

9m

4m

7.62

13.78

11.76

5.483.00

⑧ 

6m

6m

10.73

10.73

10.73

10.73

11
.4
0

11
.3
9

11
.3
9

11
.3
9

⑳ 澡 

9m

19.26

17.23

6.
80

14
.4
1

⑪ 

保留地（宅地） 
を売り出します！ 
保留地（宅地） 
を売り出します！ 
保留地（宅地） 
を売り出します！ 
各土地区画整理事業施行地区内の保留地を公売します。 

【公売区画】 
【公売方法】 
【申し込み】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【申込時必要な物】 
 
【抽せん】　 

５区画（下表のとおり） 
公開抽せん方式 
第１回目 
 
 
 
第２回目 

※今回の公売で申し込みがなかった区画は、４月１７日豺から随時公売します。 
※この他、既に公売中の保留地（宅地）もありますので、お気軽にお問い合わせください。 
　なお、市のホームページにも掲載しています。 
I区画整理課蕁A３２５ 

A４月１０日豺・１１日貂　午前９時～午後２時 
B区画整理課窓口 
C保留地を公売する地区内の宅地の所有権または、借地権を有す
る方で、市の備え付けの権利者名簿に登載されている方に限る。 
A４月１３日貅・１４日貊 
　午前９時～午後２時（第１回目に申し込みがない場合のみ受け付
けを行います） 
B区画整理課窓口 
C個人、法人を問わず申し込み可 
　※抽せん参加申込書等、公売案内は、区画整理課で配布（公売
案内については、市ホームページにも掲載） 
　①抽せん保証金５０万円（現金または銀行その他の金融機関が
振り出した小切手）②認印 

A４月１８日貂　午前１０時　　B市役所第３会議室 

地区名 
街区 
番号 

番号 

２９ 

１９-３ 

７２ 

７２ 

７３ 

笊 

笆 

笳 

笘 

笙 

２１ 

８ 

２０ 

２１ 

１１ 

１６６ 

１０３ 

１２２ 

１２２ 

１８９ 

１０８ 

１４５ 

１１３ 

１１３ 

１０７ 

１７,９２８ 

１４,９３５ 

１３,７８６ 

１３,７８６ 

２０,２２３ 

画地 
番号 

地積 単価 公売価格 

㎡ 千円／㎡ 千円 

稲荷伊草第二 

鶴ヶ曽根・二丁目 

大瀬古新田 

笊 

笆 

笳 笘 

笙 

つ
くば
エ
ク
ス
プレ
ス
 

松
伏
町 

吉
川
市 

三
郷
市 

草
加
市 

越
谷
市 

行 
と って

み
た
い
な 

な
り
ま
ち 

I
広
聴
広
報
課
蕁
A
４
２
３

早
春
の
朝
　
南
川
崎
　
伊
本
　
則
子

家
族
の
下
着
を
洗
い

竿
に
干
す

お
父
さ
ん
の
シ
ャ
ツ

子
供
た
ち
の
パ
ン
ツ

そ
れ
ぞ
れ
真
っ
白
に
な
っ
て

風
に
揺
れ
て
い
る

そ
の
向
う
を

虹
色
の
雲
が
流
れ
て
い
く

気
持
ま
で
洗
わ
れ
る
よ
う
だ

結
婚
し
て
か
ら

何
度
洗
濯
を
繰
り
返
し
た
こ
と
だ
ろ
う

私
も
も
う
母
の
生
き
た
歳
を

と
っ
く
に
追
い
越
し
た

〈
評
〉
少
し
手
を
入
れ
ま
し
た
。

八
潮
七
　
　
小
倉
　
孝
義

穏
や
か
な
駿
河
の
海
や
雪
の
富
士

中
央
一
　
　
斎
藤
　
富
吉

筑
波
嶺ね

の
裾
は
紫
春
立
ち
ぬ

伊
　
草
　
　
井
上
　
進
寿

梅
一
輪
ほ
こ
ろ
ぶ
朝
の
静
寂

し
じ
ま

か
な

八
　
條
　
　
杉
村
　
知
香

試
験
終
え
安
け
き
吾
子
の
寝
息
か
な

木
曽
根
　
　
古
根
　
昌
明

柔
ら
か
き
雨
と
風
と
で
土
香
る

八
　
條
　
　
加
藤
　
龍
子

ふ
る
ま
い
の
甘
酒
う
ま
し
節
分
会

八
潮
七
　
　
茂
村
　
つ
留

一
夜
に
て
咲
き
し
雪
花
庭
景
色

浮
　
塚
　
　
土
屋
美
智
代

小
雪
舞
う
窓
辺
を
た
た
く
寒
雀

緑
町
五
　
　
村
田
　
恭
子

春
き
ざ
し
こ
れ
か
ら
気
ま
ま
に
日
向
ぼ
こ

大
曽
根
　
　
小
倉
　
義
孝

水
ぬ
る
む
底
を
に
ご
し
て
魚
走
る

八
潮
七
　
　
石
井
　
忠
枝

年
男
老
い
て
豆
蒔
き
福
は
内

八
　
條
　
　
松
永
　
晴
夫

春
浅
し
笹
舟
ゆ
ら
し
葦
の
中

緑
町
五
　
　
藤
波
　
ふ
み

草
を
取
る
背
に
ほ
っ
か
り
と
春
陽
ざ
し

中
央
一
　
　
山
角
　
微
陽

女
神
た
ち
ト
リ
ノ
の
五
輪
あ
と
ひ
と
日

八
潮
七
　
　
狩
野
　
　
敏

雪
の
中
け
な
げ
に
芽
吹
く
ふ
き
の
と
う

八
潮
二
　
　
近
藤
　
成
以

公
園
に
人
影
も
な
く
冬
木
立

大
曽
根
　
　
藤
郷
千
代
子

実
家
へ
の
足
あ
と
つ
づ
く
雪
の
中

大
曽
根
　
　
椎
野
さ
ち
子

初
春
に
乳
児
抱
き
て
幸さ

ち

思
う

緑
町
三
　
　
岩
田
　
苑
江

二
ン
月
や
悩
み
を
捨
て
て
旅
に
出
る

柳
之
宮
　
　
尼
ヶ
崎
友
江

雪
の
朝
餌
待
ち
わ
び
し
雀
た
ち

垳
　
　
　
森
田
ヱ
ミ
子

蕗ふ
き

の
薹と

う

霜
の
土
分
け
芽
吹
き
け
り

大
曽
根
　
　
根
岸
佐
代
子

凍
結
の
路
面
で
起
き
た
多
重
事
故

垳
　
　
　
沼
野
　
あ
い

初
夢
や
天
女
の
よ
う
に
空
を
舞
う

中
央
二
　
　
尾
形
　
ツ
ネ

古
衣
装
眺
め
て
は
ま
た
冬
支
度

伊
勢
野
　
　
日
渡
　
昭
美

空
青
し
母
を
思
ひ
て
初
電
話

南
川
崎
　
小
野
塚
喜
代
子

絶
え
ま
な
く
脈
打
つ
わ
が
身
恙つ

つ
が
無
し

謝
し
つ
つ
迎
う
八
十
五
歳

南
後
谷
　
　
杉
村
　
セ
ツ

立
春
と
い
え
ど
厳
し
き
寒
最
中

春
待
ち
顔
の
福
寿
草
出い

ず

大
曽
根
　
　
宗
像
ゆ
き
子

バ
ー
バ
リ
ー
の
マ
フ
ラ
ー
形
見
に
遺
し
た
り

父
恋
う
夕
べ
春
の
雪
降
る

中
央
一
　
　
猪
瀬
　
利
助

秋
深
く
小
川
の
水
も
枯
れ
果
て
て

餌
を
求
め
て
水
鳥
さ
ま
よ
う

南
川
崎
　
　
松
谷
　
永
子

葉
を
落
と
し
春
来
る
ま
で
は
じ
っ
と
耐
え

待
つ
桜
木
に
白
き
花
咲
く

八
　
條
　
　
斎
藤
　
孝
男

遠
ざ
か
る
寒
行

か
ん
ぎ
ょ
う

僧
の
草
鞋

わ
ら
じ

あ
と

余
韻
残
し
て
鈴
の
音ね

か
す
か

中
央
三
　
　
輪
島
　
　
武

降
り
積
る
新
雪

ゆ

き

の
重
さ
に
堪
え
て
咲
く

さ
ざ
ん
か
の
花
い
と
し
く
も
あ
り

大
曽
根
　
　
臼
方
美
代
子

虫
の
音ね

の
秋
の
夜
長
を
鳴
き
通
す

昔
思
え
ば
今
は
さ
び
し
き

八
　
條
　
　
種
村
　
幸
子

丁
寧
に
返
信
メ
ー
ル
打
ち
込
ん
で

パ
ソ
コ
ン
と
今
日
を
ゆ
っ
く
り
閉
じ
る

◆
ご
投
稿
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
文

芸
欄
へ
の
ご
投
稿
は
、
未
発
表
の
自
作
に

限
り
ま
す
。




